
￥No.201   必読   地震関連情報 ⑥：「南海トラフ地震 臨時情報！」

❖ 巨大地震 警戒 :「事前避難」、巨大地震 注意 :「備え確認」、調査 終了 :「通常生活」!!

ー 会員の皆さま へ お願い  南海トラフ “地震臨時情報”  私たち に できること ー

● チャイム音 ﾗﾗﾝﾗﾝ-ﾗﾗﾝﾗﾝ（4度堆積和音）➤緊急地震速報です。強い揺れに警戒して下さい！
● 南海トラフ地震 臨時情報…どのような時に出るのか？ 3つの異常現象が確認されたとき！

❖ 大阪府は、事前避難の対象地域に指定していないが、地震への備えと身を守る行動を !! 

私たちにできること… 地震は突然襲ってきます。認知度3割 「南海トラフ臨時情報」 の理解を！

※資料引用：内閣府・文部科学省・国土交通省・気象庁・番匠市議会議員・  報道より 

「南海トラフ地震 臨時情報」発表までの流れ 内閣府・気象庁
資料より

➤ 想定震源域内のプレート境界で《  M8以上  》 の地震が起きた場合。

➤ 想定震源域およびその周辺で《  M7以上  》 の地震が起きた場合。

➤ プレート境界で短い期間に《 ゆっくりすべり  》と呼ばれる現象が観測された場合。

現象発生

5～30分後

1～2時間後

2時間後（最短）

発 表

監視領域内で
M6.8以上の地震が発生

通常とは異なるゆっくりすべり
（スロースリップ）が発生した可能性

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

有識者「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」を開催・評価

プレート境界の
M8以上の地震
（半割れのケース）

M7以上の地震
（一部割れのケース）

ゆっくり
すべり

左記の条件に
満たない場合

臨時情報
《 巨大地震 警戒 》

臨時情報
《 巨大地震 注意 》

臨時情報
《 調査終了 》

《 巨大地震 警戒 》 《 巨大地震 注意 》 《 調査 終了 》

少なくても１週間

津波避難 または

地震発生後では間に合わない

事前避難

地震発生に注意しながら
通常の生活を行いう

「南海トラフ地震臨時情報」発表後の取るべき行動
気象庁・内閣府

資料より

地震への備えを確認

➤ 市町村ごとに、対象地域を指定。
   （市町村ごとに対象が異なるため確認を）
    安全な場所へ１週間の事前避難。

「臨時情報」が でたときには、
既に大地震が発生、命守ることが最優先

１週間経過しても 地震の可能性
が低くなったわけではない！!

事前避難が必要とされる地域

事前避難地域 内閣府防災資料より

➤ 大阪府は、「事前避難の」対象地域外に！
   しかし、個々の状況で身を守る行動を取る。

➤ 事前避難：津波などにより、浸水が地震
 の発生30分以内に生じる地域など。

● チャイム音 ﾗﾗﾝﾗﾝ-ﾗﾗﾝﾗﾝ ➤ 緊急地震速報です。強い揺れに警戒して下さい！
地震波は、2種類（P波：7Km/ｓ ➤ Ｓ波：4Ｋｍ/ｓ）。Ｐ波を検知しデータ解析で

震源・規模・揺れの強さを計算し、緊急地震速報の警報と予報（津波など）を発表。 NHK報道 資料より

気象庁監修 気象庁監修

必要に応じて自主避難

１週間とは：

避難を続ける限界
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